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筑波大学農林技術センターを利用した研究成果
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37. 住吉美奈子・稲村拓也・中村敦子・青原　勉・小西照子・石井　忠・佐藤　忍・岩井宏暁　
2012：UDP－アラビノースムターゼ発現抑制イネの生殖組織における表現型解析．日本植物学会
会第76回大会（兵庫県立大学　姫路書写キャンパス）　p195

38. 小粥隆弘・平尾　章・田中健太 2012：中部山岳地域におけるクロナガオサムシ亜属の遺伝的分
化　―異なる標高帯に生息する2種間の比較―．中部山岳地域環境変動研究機構2012年度年次研
究報告会

39. 松岡瑞樹・福田直也　2012：日本系とオランダ系のトマト品種における光合成能力と収量の関係．
大学農場研究　35：17－20

40. 上治雄介・今泉文寿 2012：デジタルカメラ画像を用いた開葉期・落葉期の客観的識別手法の検討．
第123回日本森林学会大会

41. 森田あす美・志水勝好 2012：土壌水分ストレスおよび塩水処理栽培がナンヨウアブラギリ
（Jatropha curcas L.）の生育に及ぼす影響．日本熱帯農業学会．熱帯農業研究　5（別1）：3－5

42. 水田大輝　2012：霧島山系の野生ツツジにおける花色の変異と色素合成関連遺伝子の発現解析．
筑波大学　テニュアトラック普及・定着事業　2012年度　若手フェスティバル：8

43. 水野恵理子・大沼　学・中島友紀・村田浩一・植田美弥・須永絵美・白石利郎・田島淳史 2012：
競合法を用いたコウノトリおよびホオアカトキ生殖細胞のニワトリ生殖巣への移住・増殖能力の
評価．日本野生動物医学会．北里大学

44. 水野恵理子・桑名　貴・大沼　学・内藤　充・中島友紀・田島淳史 2012：競合法を用いた始原
生殖細胞（PGCs）移住能力評価法の開発．日本家禽学会大会講演要旨．名古屋大学

45. 杉山昌典・門脇正史 2012：Web情報に基づくヤマネの目撃情報．2012年度大会．日本哺乳類学
会

46. 成島リサ・奥野員敏 2012: ソルガムのコアコレクションにおける種子貯蔵タンパク質変異の探索. 
第 3 回ソルガムワークショップ. 九州沖縄農業研究センター

47. 西井稜子・今泉文寿・村上　亘・大丸裕武・宮前　崇・小川泰浩 2012：山岳地における大規模
崩壊地の削剥速度．日本地球惑星科学連合2012年度大会

48. 青木瑞代・橋本奈々・吉田康子・大澤　良・水田大輝　2012：サクラソウ花弁色素変異を引き
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表要旨集：11（ポスター発表）．
49. 石田　茜・門脇正史・井波明宏 2012：ヤマネの日内休眠場所と周辺環境との関連．2012年度年

次研究報告会．中部山岳地域環境変動研究機構
50. 川谷尚平・小林元・清野達之 2012：異なる光環境下におけるサワラ後継樹の樹冠形．第59回全

国大会．日本生態学会
51. 大沼　学・水野恵理子・中島友紀・田島淳史 2012：絶滅危惧種の培養細胞および遺伝子資源凍

結保存とそれらを活用した基礎研究について（動物園との連携事例紹介）日本野生動物医学会．
北里大学

52. 瀧沢彩水・兵頭洋美・和田加奈子・佐藤　忍・岩井宏暁　2012：トマト果実成熟過程における
組織特異的なキシランの変化．日本植物学会第76回大会（兵庫県立大学　姫路書写キャンパス）
p196

53. 中島友紀・水野恵理子・浅野敦之・田島淳史 2012：ニワトリ胚発生に伴う生殖巣生殖細胞の増
殖および移植操作による再移住・増殖能の解析．日本繁殖生物学会講演要旨．筑波大学

54. 中島友紀・水野恵理子・内藤　充・岡田一男・秋葉よしえ・田島淳史 2012：PBS［－］法を用いた
ニワトリ 5 および 9 日胚からの生殖巣生殖細胞（GGCs）の分離．日本家禽学会大会講演要旨．名
古屋大学

55. 長谷川和也・市川　愛・中村敦子・石井　忠・佐藤　忍・岩井宏暁　2012：ペクチンのメチル
化調節関連遺伝子を制御したイネの表現型解析．日本植物学会第76回大会（兵庫県立大学　姫路
書写キャンパス）　p228

56. 田島淳史（学会賞受賞講演） 2012：鳥類における遺伝資源の保存に関する研究．日本家禽学会大
会講演要旨．名古屋大学

57. 田島淳史（招待講演） 2012：日本における畜産学教育カリキュラムの現状．畜産学教育協議会．
名古屋大学

58. 田島淳史（特別講演） 2012：鳥類における遺伝資源保存の現状と課題．生殖工学研究会．北里大
学

59. 田島淳史 2012：鳥類における遺伝資源保存の現状について．国立環境研究所　野生動物ゲノム
連携研究グループ　キックオフシンポジウム．国立環境研究所

60. 田島淳史 2012：農林技術センターにおけるフィールド教育の魅力と重要性 「生命環境科学にお
けるフィールド教育の魅力とその安全」．筑波大学 

61. 藤岡正博 2012：人工林における鳥類多様性は天然林より低いか？．2012年度年次研究報告会．
中部山岳地域環境変動研究機構

62. 樋口桃子・坂上潤一・近藤始彦・丸山幸夫 2012：ネリカの生育収量と水利用効率に及ぼす土壌
水分の影響．日本作物学会関東支部会報　27：34－35．

63. 風戸恵津子・東照雄・茂木もも子・田村憲司・原田徹・上絛隆志 2012：カラマツ人工林の間伐
による土壌呼吸及び炭素収支の短期的変化．2012年度年次研究報告会．中部山岳地域環境変動
研究機構

64. 風戸恵津子・東　照雄・茂木もも子・田村憲司・原田　徹・上絛隆志 2012：カラマツ人工林の
間伐による土壌呼吸及び炭素収支の短期的変化．日本土壌肥料学会日本土壌肥料学会講演要旨集
58：174

65. 服部徹也・安江健・石川尚人・田島淳史 2012：搾乳前後の乳牛における左右選択行動に関する研究．
家畜管理学会．名古屋大学

66. 福田直子・久松完・大澤　良 2012：節数を指標とするトルコギキョウの日長および温度に対す
る花成反応．園芸学研究　11（別1）：171

67. 福田武広・奥野員敏 2012：アソシエーション解析によるソルガムの耐塩性QTLのマッピング. 第
3 回ソルガムワークショップ．九州沖縄農業研究センター

68. 木村武史・下家祐人・藤崎浩孝・寺田康彦・巨瀬勝美・拝師智之・弦間　洋・瀬古澤由彦 2012：
太陽電池駆動ＭＲＩの開発. 第40回日本磁気共鳴医学会大会　P－2－107

69. 木村弥瑛・阿拉騰達来・永西 修・後藤正和・田島淳史・石川尚人 2012：中国内蒙古自治区在来
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品種烏珠穆沁（ウジムチン）ヒツジにおけるフラッシング効果の検証．日本繁殖生物学会講演要旨．
筑波大学

70. 木村翔平・福田淳二・田島淳史・鈴木博章 2012：好中球活性評価に基づく潜在性乳房炎診断デ
バイス．つくば医工連携フォーラム2012　～医工連携研究から社会還元・産業化へ 物質・材料
研究機構．ベストポスター賞受賞

71. 門脇正史・玉木恵理香・落合菜知香 2012：中部山岳地域における小型哺乳類ヤマネの生態．中
部山岳地域の自然環境変動．中部山岳地域の自然環境変動．日本地球惑星科学連合

72. 和田加奈子・兵頭洋美・古川純・佐藤忍・岩井宏暁　2012：トマト果実成熟過程におけるアス
コルビン酸可溶性細胞壁多糖の組織別解析．日本植物学会第76回大会（兵庫県立大学　姫路書写
キャンパス）　p196

73. 脇山義史・小野裕・山田俊郎・上野健一・山中　勤 2012：中部山岳地域内の森林小流域におけ
る冬季降水の流出プロセス．2012年度年次研究報告会．中部山岳地域環境変動研究機構

74. 崔　海龍・高　宇・清水和哉・内海真生・杉浦則夫 2012：電解酸素曝気が藻類の増殖に及ぼす
影響評価．第46回日本水環境学会年会．クリタ賞受賞（日本水環境学会における博士課程前期の
大学院生を対象とした優秀な研究成果に対する賞）

75. 藏滿司夢 2012：オトシブミ類の卵寄生蜂 Poropoea morimotoi の宿主特異性とその理由に関する考
察．第 2 回リサーチフェスタ（つくば国際会議場）

Ⅳ．博士論文
生命環境科学研究科

El Mannai Y：Molecular Mapping and Analysis of Flowering Time in Sorghum
Gao Yu：Study on decomposition of toxic substance, microcystin from Microcystis aeruginosa under  

 electrochemical condition
Khaing Pann Witt Hmon：QTL mapping and association mapping of inflorescence architecture in sorghum 
Muhamad Kadapi：QTL mapping of important traits based on association analysis using Indonesian rice core  

 collection
Najla Turki：Genetic diversity and QTL mapping of salt tolerance in durum wheat
Sbei Hanen：Genetic analysis of salt tolerance ion barley
石井貴茂：乳用育成牛における初産分娩月の早期化に関する栄養学的研究
石田藍子：飼料中リジン含量の充足により誘発される代償性成長に関する研究

Ⅴ．修士論文
生命環境科学研究科

Nguyen Thi Men：Effect of Trehalose on DNA Integrity of Freeze-Dried (FD) Boar Sperm and in vitro  
 Development after Intra Cytoplasmic Sperm Injection (ICSI)

Uddin MN：Validation of QTLs for Flowering Time in Sorghum
稲村拓也：Analysis of the Function of UDP-Arabinose Mutase Gene in the Development of Tabacco and Rice
下河邉裕二：水稲の登熟期の高温が米の食味関連形質に及ぼす影響
吉田裕太郎：近縁野生種を利用したアズキの耐塩性関連QTLの解析
金塚千晶：水田浸透量の時間的・空間的変動
四谷紗和子：イネの生殖過程におけるOsGUT-L1遺伝子の機能に関する研究
市川　愛：イネの生殖組織発生過程におけるペクチンメチル化レベルが果たす役割に関する研究
柴山美智子：ケナフ（Hibiscus cannabinus L.）の飼料的利用に関する研究
小粥隆弘：中部山岳地域におけるクロナガオサムシ属の遺伝的分化　―異なる標高帯に生息する 3  

　　種類の比較―
森田あす美：ナンヨウアブラギリ（Jatropha curcas L.）の生育に関する生理的および形態的研究
村松義昭：カラマツ人工林における切り捨て間伐材の細片化と分解速度
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長嶋健太：ソルガムにおけるホウ素過剰耐性の遺伝解析
武部尚美：Studies on the Functions of Cell Wall Glycine-rich Protein in the Development of Rice
福田武広：アソシエーション解析によるソルガム耐塩性関連QTLの同定
有房詩織：食用イネ収穫後に生育する再生イネの飼料利用に関する研究
我那覇あんり：Brassica rapa における花蜜量の変異が花粉媒介昆虫の訪花行動に及ぼす影響

数理物質科学研究科
木村武史：再生可能エネルギーを利用した樹木計測用ＭＲＩの開発

Ⅵ．卒業研究
生物資源学類

黒瀬咲弥：登熟期31℃におけるイネの高温登熟耐性QTLqWB6効果の検証
山本洋輔：高温登熟下における水稲品種‘にこまる’と‘ヒノヒカリ’の収量および米品質低下の 

　　差異
篠遠善哉：日本稲およびインド稲の蒸散効率の差異を生ずる要因の解析
柴田愛理：ソルガムの発芽及び生育初期における耐塩性の品種変異
沼野恭大：妊娠している未経産乳牛における体温の日内変動 
植田智美：草型の異なる飼料イネ品種の疎植栽培における乾物収量の評価とホールクロップサイ 

　　レージ発酵品質への影響
青木瑞代：サクラソウ花冠における色素合成関連遺伝子の単離と発現解析
大島一基：越南221号/チヨニシキのF2集団における登熟期高温耐性の分離とQTL候補領域の検証
中山　輝：染色体断片置換系統を用いた稲いもち病圃場抵抗性に関するQTLの検出
那須研太：カラマツ人工林において施業体制の違いが樹木成長に与える効果の検討
矢吹朋子：施肥および施肥時期が再生イネの収量および飼料成分にに及ぼす影響
落合菜知香：糞分析におけるヤマネGlirulus japonicusの食性
清水美果：ソバの開花日の変異に関する遺伝特性の把握
菅野皓斗：アサインメントテストを用いたソバの品種判別

生物学類
宮下　彩：単子葉植物イネにおけるプロリンリッチタンパク質変異体の表現型解析
瀧沢彩水：トマト果実成熟過程における組織別の細胞壁マトリックス多糖類の変化
長谷川和也：単子葉植物イネにおけるペクチンのメチル化度調節関連遺伝子の解析




